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　中島小学校の児童と大矢荘の入所者の
方々との交流会が行われました。
　交流会の後には「お元気でまた会いま
しょう」と一人ずつ児童たちが握手をして
いました。（詳細は p16～17）
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食農科学科・緑科学科２年インターンシップ　
　10 月４日（火）～７日（金）にかけて、食農科学科２年生 23 名、緑科学科２年生４名が職業体
験を行いました。生徒が自ら興味のある職業を選択し計 19 事業所で実習が行われました。
○インターンシップを経験しての生徒感想
　食農科学科２年　亀谷さん（清和中出身）
　私は、インターンシップでサンライズホームセンター矢部
店に行きました。私は、品出作業を三日間やり、ずっと立ちっ
ぱなしだったので、とても疲れました。私の親は、こんなき
つい仕事を弱音も吐かずにやっているので、すごいと思いま
した。将来仕事をする上で、お客様の対応や、仕事仲間との
人間関係など大事なことを学べたので良かったです。
　食農科学科２年　後藤くん（蘇陽中出身）
　私は、就業体験で肥後やまと会に行きました。この会社は
生産者が生産した農作物を事務所に集め仕分けをして、いろ
いろな店などに出荷をする流通の場でした。私は、社員の方
だけではなく、生産者の方とも相談しながら、今後について
考えている姿を見て、改めて協力することの大切さを学ぶこ
とができました。就業体験で学んだことをこれからの進路や
日頃の学校生活に繋げていきたいです。
　緑科学科２年　山崎くん（矢部中出身）
　私は、三日間森林組合でインターンシップを行い、たくさ
んの事を学ばせていただきました。特に森林組合の仕事は山
での仕事が多く、危険なとこもありましたが、木の伐倒など安全に作業できることができて良かっ
たです。この体験を学校での実習等に活かしていきたいと思いました。
　緑科学科２年　木村くん（砥用中出身）
　今回、私は三日間尾上建設でインターンシップを行いました。仕事を体験していく中で、尾上建
設の方は「安全確認」を特に大事にしているのが分かりました。月に一回行われる会議でも「安全
確認」の事を多く話されていました。この体験を活かして今後の進路活動をしていきたいと思いま
した。

石橋石工体験研修　～緑科学科２年～　
　10 月 14 日（金）に石橋石工体験研修を行い、緑科学科２年
生４名が参加をしました。座学の講師では、尾上建設の尾上様、
東陽石匠館元館長の上塚様に、石橋の歴史や技術概要説明を
行っていただきました。実習では、日本の石橋を守る会の方々
に石材加工の技術指導を行っていただきました。
○研修を受けての感想
　緑科学科２年　松永くん（砥用中出身）
　普段しないような、石を割って表面を平らにする研修をしました。ハンマーとノミを使って石を
割るのがとてもきつかったけど、石がきれいに割れたときは嬉しかったです。貴重な体験ができて
良かったです。
　緑科学科２年　坂口くん（砥用中出身）
　石橋石工体験研修を通して、石橋の歴史や製作までの過程を知ることができて良かったです。一
つの石を割って、削るまでの作業がとても大変でしたが、石を綺麗に削り終わったときは、達成感
がありました。
　今回の研修で、石橋がどのように造られたかが分かり、石橋に対する見方や思いが変わりました。

町長室から　工藤  秀一
　

年
間
20
万
人
が
訪
れ
る
通
潤
橋
は
、

熊
本
地
震
の
影
響
で
、
通
水
管
の
漆
喰

が
損
傷
し
、
漏
水
す
る
た
め
、
観
光
の

目
玉
で
あ
る
放
水
が
で
き
な
い
状
況

で
す
。

　

通
潤
橋
が
築
造
さ
れ
た
の
は
１
８
５
４

年
、
今
か
ら
１
６
０
年
以
上
前
に
、
旧

東
陽
村
（
現
在
の
八
代
市
の
一
部
）
の

「
種
山
石
工
」
の
協
力
を
得
て
建
造
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
「
種
山
石
工
」
を
含
め
、

各
地
に
残
る
石
橋
建
造
に
関
わ
っ
た「
肥

後
の
石
工
」
の
中
で
も
、
特
に
優
れ
た

石
工
と
評
さ
れ
る
の
が
橋
本
勘
五
郎
で

す
。
通
潤
橋
建
造
の
棟
梁
で
あ
る
「
宇

一
」
の
弟
で
、
通
潤
橋
建
造
時
は
副
棟

梁
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
橋
本
勘
五
郎

は
、
後
に
明
治
新
政
府
の
土
木
寮
御
雇

と
な
っ
て
、
有
名
な
「
浅
草
橋
」「
万
世

橋
」
な
ど
を
架
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
橋
本
勘
五
郎
か
ら
数
え
て
５
代

目
、
勘
五
郎
の
玄
孫
（
や
し
ゃ
ご
）
に

あ
た
る
橋
本
幸
一
さ
ん
が
9
月
27
日
に

来
町
さ
れ
、
被
災
し
た
通
潤
橋
の
復
興

支
援
に
と
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
橋
本
さ
ん
は
、
旧
東
陽
村
の

村
長
で
、
現
在
は
、
八
代
市
議
会
議
員

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
橋
本
幸
一

さ
ん
は
、
9
月
14
日
に
も
八
代
市
の
副

市
長
に
同
行
し
、
八
代
市
か
ら
の
通
潤

橋
の
復
興
支
援
金
を
届
け
に
来
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
折
、
復
旧
工
事
の
課

題
な
ど
を
聴
か
れ
、『
橋
本
勘
五
郎
の
子

孫
と
し
て
通
潤
橋
の
復
興
を
応
援
し
た

い
』
と
の
強
い
思
い
を
家
族
で
話
し
合

わ
れ
、
再
び
、
寄
附
金
を
持
参
さ
れ
た
も

の
で
す
。
そ
の
お
気
持
ち
が
本
当
に
あ
り

が
た
く
、
通
潤
橋
が
つ
な
ぐ
、
こ
の
ご

縁
に
感
慨
を
深
く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

通
潤
橋
は
、「
我
が
国
に
お
け
る
最
大

規
模
の
石
造
水
道
橋
」
と
し
て
、
昭
和

35
年
に
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
が
、
現
役
の
農
業
用
水
路
橋

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
造
当
初
か
ら
、

地
元
の
「
通
潤
土
地
改
良
区
」
の
力
で

連
綿
と
維
持
管
理
作
業
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
通
潤
橋
の
修
復
は
、

通
水
管
（
石
管
）
の
接
合
剤
と
な
る
漆

喰
の
詰
め
替
え
作
業
が
重
要
と
な
り
ま

す
が
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
漆
喰
の
配
合

や
詰
め
替
え
に
係
る
技
術
な
ど
、
地
元

の
協
力
は
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
修
復
作
業
の
ほ
と
ん
ど
が
手
作
業

の
た
め
、
工
事
期
間
も
長
く
か
か
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
漆
喰
の
詰

め
替
え
作
業
は
、
非
効
率
な
手
法
だ
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
建
造
当
時
の
技

術
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
重
要
な
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
通
潤
橋
特
有

の
価
値
を
未
来
へ
と
繋
い
で
い
く
も
の

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

放
水
が
再
開
で
き
る
ま
で
に
は
相
応

の
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
町
民

の
皆
様
方
に
は
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　10 月 18 日、工藤町長、岡本副町長、藤吉教育長ほか一行で熊本県庁を訪れ、「熊本地震・梅雨豪雨」
に対する要望書を提出し、意見交換を行いました。
　本町の被害は、熊本地震による公共土木施設や農林業被害が総額約 19 億円、豪雨被害による被
災総額は約 136 億円に上ります。
　工藤町長は、「4月の地震で緩んだ地盤に6月の豪雨で大量の雨水が侵入し、被害が拡がったため、
地震関連被害として認識して欲しい。」と要望し、豪雨による被害も地震被害と併せた復興基金の
拡充を強く求めました。
　その後、熊本県教育委員会を訪れ、「高校入学者選抜学区における県外枠５％の見直し」につい
て要望書を提出し、同一生活圏で育った宮崎県境の子どもたちが、本県への進学が制限されてい
ることが矢部高校の入学者の減少にも関わる一つの要因であることを訴え、規制枠の見直しを要
望しました。

肥後やまと会で野菜の仕分け作業

森林組合での伐倒作業

地震関連被害と認識を

工藤町長（左）、坂本知事公室長（右） 越猪教育指導局長（左）、工藤町長（右） 意見交換会の様子
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手
を
と
り
、
寄
り
添
い

手
を
と
り
、
寄
り
添
い
5050
年年

〜〜  

金
婚
夫
婦
表
彰
式

金
婚
夫
婦
表
彰
式  

〜〜
　

今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
紹

介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。
な
お
、
今
回
の

表
彰
式
を
欠
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
の
お
名
前

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

御
岳
地
区

栗
山　

英
幸　

克
美　
　
　
（
川
野
）

髙
森　

義
章　

歌
代　
　
　
（
入
佐
）

水
田　

聖
雄　

純
子　
　
　
（
麻
山
）

山
下　

幸
作　

ケ
サ
ヨ　
（
上
川
井
野
）

小
佐
田　

軍
治　

美
智
子　
（
成
君
）

白
糸
地
区

甲
斐　

博
明　

サ
カ
エ　
　
（
菅
）

東　
　

孝
博　

ミ
エ
子　
　
（
菅
）

橋
本　

誠
治　

絹
恵　
　
　
（
白
藤
）

岩
崎　

邦
夫　

清
子　
　
　
（
新
小
）

下
矢
部
地
区

村
山　

忠
義　

ミ
チ
ヱ　
　
（
柚
木
）

鍜
治　

文
雄　

明
子　
　
　
（
藤
木
）

本
田　

正
敬　

幸
代　
　
　
（
万
坂
）

松
井　

義
雄　

ト
シ
子　
　
（
猿
渡
）

甲
斐　

和
也　

光
子　
　
　
（
猿
渡
）

山
崎　

春
美　

千
鶴
子　
　
（
勢
井
）

渡
邊　

明
生　

功
子　
　
　
（
勢
井
）

中
島
地
区

中
川　

昭
一　

フ
ミ
子　
　
（
金
内
）

松
本　

庄
五　

絹
代　
　
　
（
金
内
）

中
村　

忞　
　

克
子　
　
　
（
金
内
）

園
田　

隆　
　

俊
子　
　
　
（
田
小
野
）

藤
本　

猛　
　

榮
子　
　
　
（
島
木
）

成
瀬　

人
司　

百
合
子　
　
（
金
内
）

中
川　

博
人　

重
子　
　
　
（
田
小
野
）

名
連
川
地
区

西
田　

功　
　

ノ
ブ
子　
（
下
名
連
石
）

井
手　

直
司　

テ
ル
ミ　
（
下
名
連
石
）

伴　
　

克
己　

ヤ
ス
子　
　
（
御
所
）

浜
町
地
区

下
田　

浩
之　

ス
ミ
子　
　
（
浜
町
）

原
田　

義
之　

陽
子　
　
　
（
城
平
）

山
下　

速
雄　

征
子　
　
　
（
上
寺
）

福
島　

司　
　

勝
子　
　
　
（
上
寺
）

西
田　

典
二　

孝
子　
　
　
（
浜
町
）

糸
永　

哲
夫　

捷
子　
　
　
（
千
滝
）

渡
邊　

英
喜　

邦
子　
　
　
（
浜
町
）

清
和
地
区

佐
野　

勝
義　

八
重
子　
　
（
川
口
）

枝
尾　

和
人　

ク
ミ
子　
　
（
緑
川
）

佐
藤　

昭
一　

文
江　
　
　
（
大
平
）

白
鷹　

輝
昭　

民
子　
　
　
（
米
生
）

髙
岡　

澄
夫　

ユ
キ
子　
　
（
緑
川
）

村
上　

恪
一　

喜
惠
子　
　
（
郷
野
原
）

蘇
陽
地
区

森
田　

美
德　

京
子　
　
　
（
二
瀬
本
）

山
下　

隆
業　

リ
ヨ
子　
　
（
柏
）

猪
久
保　

高
弘　

フ
ミ
ヨ　
（
柏
）

甲
斐　

末
男　

勝
惠　
　
　
（
馬
見
原
）

冨
永　

信
吉　

ト
シ
ミ　
　
（
馬
見
原
）

綾　
　

一
男　

エ
ミ
子　
　
（
長
崎
）

佐
藤　

士　

智
惠
子　
　
（
高
畑
）

右
働　

長
生　

凉
子　
　
　
（
東
竹
原
）

工
藤　

精
一　

チ
ズ
子　
　
（
大
見
口
）

　

９
月
15
日
、
千
寿
苑
で
熊
本
日
日
新
聞
社
と
山
都
町
の
主
催
に
よ
る
金
婚
夫
婦
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
成
婚
を
記
念
し
て
熊
本
日
日
新
聞
社
が
は

じ
め
た
こ
の
表
彰
式
は
今
回
で
58
回
目
。
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
糸
永
哲
夫
さ
ん
・
捷
子

さ
ん
夫
妻
に
、
熊
本
日
日
新
聞
社
と
山
都
町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
と
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
、
白
鷹
輝

昭
さ
ん
・
民
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
、
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
こ
れ
た
の
も
家
族
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
感
謝
し
た
い
と
50
年
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

山
都
町
で
金
婚
夫
婦
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）
に
結
婚
さ
れ

た
48
組
の
み
な
さ
ん
で
す
。

お礼の言葉を述べる白鷹輝昭さん・民子さん夫妻

代表して表彰を受ける糸永哲夫さん・捷子さん夫妻金
婚
を
迎
え
ら
れ
ら
れ
た
皆
さ
ん

金
婚
を
迎
え
ら
れ
ら
れ
た
皆
さ
ん

蘇陽・中島地区のみなさん

清和・名連川・下矢部地区のみなさん

浜町・白糸・御岳地区のみなさん
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YOU

YOU

113

＆

vol.

♥

通
信

〜 
結
婚
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す 

〜

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
相
談
員
の
興
梠
で
す
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
活
動
が
始
ま
っ
て
11

年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
1
年
に
数

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
さ
れ
、
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
こ
こ
数
年
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

〝
婚
活
ブ
ー
ム
〞
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
最
近
は
あ
ま
り
耳
に
し
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
山
都
町
で
は
事
務
局
の
頑
張
り
も
あ
り
、

毎
月
交
流
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
出
会
い
を
見
つ
け
よ
う
と
思
わ
れ
て

い
る
み
な
さ
ん
、
是
非
と
も
交
流
会
に
参
加
し
て
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。

・問い合わせ先
YOU&YOU事務局（役場　山の都創造課）
　山本・𠮷田
【専用電話】
　090-9565-9589
【専用アドレス】
　marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp
【専用アドレス携帯】
　you_and_you.@docomo.ne.jp

興梠 桃子  相談員（今）
TEL：83-0524

赤ちゃんからマイナンバー赤ちゃんからマイナンバー
　住民のみなさま一人ひとりに　住民のみなさま一人ひとりに
与えられた12ケタのマイナン与えられた12ケタのマイナン
バー（個人番号）は、赤ちゃんからバー（個人番号）は、赤ちゃんから
お年寄りまですべての方へお年寄りまですべての方へ「通知「通知
カード」カード」でお知らせしています。でお知らせしています。
このカードは、住民票に登録されこのカードは、住民票に登録され
ている「氏名」「住所」「生年月日」ている「氏名」「住所」「生年月日」
「性別」「マイナンバー」等が掲載「性別」「マイナンバー」等が掲載
されているされている紙製の緑色のカード紙製の緑色のカード
（右上見本）（右上見本）です。昨年11月にみです。昨年11月にみ
なさまのお手元に届くよう、世帯なさまのお手元に届くよう、世帯
全員分のカードを白い封筒にて全員分のカードを白い封筒にて
世帯主の方へお送りしました。世帯主の方へお送りしました。

　山都町で　山都町で「通知カード」「通知カード」を受領を受領
した方のうち、約1300人が写真した方のうち、約1300人が写真
付付「マイナンバーカード」「マイナンバーカード」の交付の交付
申請をされ、随時受け取られてい申請をされ、随時受け取られてい
ます。ます。
こんな時必要－マイナンバーこんな時必要－マイナンバー
　マイナンバーを使う手続きは　マイナンバーを使う手続きは
法令で決められています。イラス法令で決められています。イラス
トでご案内しているように、みなトでご案内しているように、みな
さまの身近なところでさまの身近なところで「通知カー「通知カー
ド」ド」またはまたは「マイナンバーカード」「マイナンバーカード」
が必要になります。が必要になります。
ご注意！！カードの紛失ご注意！！カードの紛失
　　「通知カード」「通知カード」やや「マイナンバー「マイナンバー

カード」カード」には、みなさまの大切なには、みなさまの大切な
マイナンバーが記載されていまマイナンバーが記載されていま
すので、お取扱いにはご注意をおすので、お取扱いにはご注意をお
願いします。願いします。「通知カードを受け「通知カードを受け
取っていない」「紛失してしまっ取っていない」「紛失してしまっ
た」「住所や名前など記載内容がた」「住所や名前など記載内容が
違う」違う」など、お問い合わせがありなど、お問い合わせがあり
ましたら、下記までご連絡くださましたら、下記までご連絡くださ
い。い。
（お問い合わせ先）（お問い合わせ先）
役場本庁戸籍住民係　72-1172役場本庁戸籍住民係　72-1172
清和支所税務住民係　82-2111清和支所税務住民係　82-2111
蘇陽支所税務住民係　83-1111蘇陽支所税務住民係　83-1111

マイナンバーのマイナンバーの
通知カードをご確認ください通知カードをご確認ください

※「マイナンバーカード」を交付した方の「通知カード」は回収しています。
※「通知カード」も「マイナンバーカード」もずっと使うものですので大切にしてください。

学 生

　●アルバイトの勤務先に
　●奨学金の申請時に
　●勤労学生の控除手続きに

従業員

　●扶養控除（異動）申請書など
　　会社に提出する税務関係書類（年末調整等）に

　●健康保険や雇用保険、年金などの手続きに

外国人

●中長期在留者や特別在留者などの外国人
も税や社会保障等の手続きでマイナン
バーを使います

主婦・保護者

　●パート・アルバイトの勤務先に
　●出産育児一時金や育休の申請時に
　●児童手当の申請時に

高齢者・障がい者など

　●年金給付の手続きに
　●福祉や介護の手続きに
　●災害時の支援利用時に

こんな場面で
マイナンバーが
必要だよ。

お手元のお手元の

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
http：//www.police.pref.kumamoto.jp/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

犯罪・交通事故発生状況（山都町）

（　）内は平成２７年同時期の発生状況

事件・事故
刑法犯
人身交通事故

２件　（２件）
１件　（３件）

平成２８年９月中

警察における被害者支援制度と各種相談窓口 県警では、犯罪にあわれた方々に
様々な支援を行っています。

■　息子を名乗って電話を架けてくる
■　職場のお金を使い込んだなどと言って金銭を要求する
■　『風邪をひいている』『携帯電話は職場に忘れてきた』などと言う
■　『職場にバレたらクビになる』『家族に知れたら離婚になる』『警察に逮捕され
る』などと言って口止めをする

■　都市部に呼び出して直接手渡しさせる　　　　などです。

■　『電話でお金の話は詐欺』と疑う
■　『風邪をひいている』『電話番号が変わった』は詐欺を疑う
■　『電話番号が変わった』と言われても、元の電話番号に架
けて確認をする

■　必ず家族や警察に相談する
地域の犯罪情報をお知らせする「ゆっぴー安心メール」のご登録をお勧めしています（右のＱＲコードをご利用ください）。

オレオレ詐欺被害が発生しました!!
犯
人
が
使
う

　
手
口
は･･･

こうした
被害に
遭わない
ために…

○捜査の流れや支援制度の案内を記載した
手引きの交付

○指定された職員による被害者支援
○捜査状況等に関する被害者への連絡制度
○診断書手数料等の公費支出（支出対象事
案に限ります）

○再被害を防止するための制度
○関係機関団体との連携

警察の相談窓口警察における被害者支援

警察安全相談室
（警察の総合相談窓口）

☎ 096-383-9110
又は＃9110

犯罪被害者支援室
（犯罪被害支援・犯罪被害　　
　給付制度に関する相談窓口）

レディース110番
（性犯罪被害に関する相談窓口）

☎ 096-381-0110
（内線2193～2195）

☎ 0120-8343-81
☎ 096-384-1254

肥後っ子テレフォン
（いじめ、少年非行等の　
　少年問題専門相談窓口）
☎ 0120-02-4976
☎ 096-384-4976

振り込め詐欺相談電話
（振り込め詐欺に関する　　　　
　　　　　　　　　相談窓口）
☎ 096-381-2567

暴力追放相談電話
（暴力団が関係する事件　　
　　・トラブルの相談窓口）
☎ 096-384-0110

（カード見本）（カード見本）
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　秋晴れの空の下、山都町民スポーツ大会が
そよ風パークそよ風広場にて開催されました。
　地域住民の親睦、体力向上及び明るく豊な
地域社会の創造を目的として開催される本大
会も 12回目を迎え、当日は山都町内各地よ
り24支部体協の参加がありました。
　競技では支部体協リレーや綱引き、スポー
ツ大会名物の「俵さし」など体協の誇りをか
けた熱い対戦が繰り広げられ、大いに盛り上
がりました。結果は以下のとおりです。

優　勝　…　浜町Ｃ支部体育協会
準優勝　…　御岳支部体育協会
３　位　…　中島東部支部体育協会
躍進賞　…　東竹原支部体育協会

- 2016 -
yamato

～復興へ　がんばろう山都町～
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●お問い合わせ　本館：73-1616　清和分館：82-3033　蘇陽分館：73-2755
●火曜日～金曜日 ： 午前10時～午後6時まで　土曜・日曜日 ： 午前10時～午後5時まで
●休館日　全館共通：月曜日・月末日・祝日・年末年始

　平成28年熊本地震において、山都町も甚大な被害を受けました。その後の豪雨・浸水被害、また火山
灰被害などで、今なお不自由な生活を強いられている方も多く、被災地支援への取り組みは長期的な活
動となっています。山都町立図書館では、山都町での被害状況の写真展示と、防災関連本紹介コーナー
を展示し、広く皆様へ情報の提供を行いたいと思います。たくさんのご来場お待ちしております。

　場所：蘇陽分館（蘇陽支所玄関ホール）
　日時：11月 23日（水）午後 1時～
　　※本の展示は図書館開館時に限ります。
　　※本館・清和分館も順次開催予定です。

熊本地震と山都町－展示コーナー開設のお知らせ－

　この度の平成28年熊本地震に際し「浪江in福島ライブラリー
きぼう」様より、温情あふれるお手紙とお手製のポーチなどのお
見舞いを頂きました。この場をお借りして御礼申し上げます。
　この交流は、東日本大震災の被災地支援として、絵本カーニ
バルの収益の一部をお送りしたことがきっかけでした。
　今回頂きましたご支援を糧に、館長はじめスタッフ一同図書
館活動を通じて復興支援に取り組んでいきたいと思います。本
当にありがとうございました。

※12月7日（水）より馬見原公民館へ巡回致します。
※矢部③コースは12月23日（金）が祝日の為、12月16日（金）にて巡回致します。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
12月7日（水）  菅尾保育園（午前10時15分～）　馬見原公民館（午前11時～）　蘇陽南小学校（午後1時20分～）
　　　　　     馬見原保育園（午後1時30分～）　二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽キッズ（午後3時30分～）
12月8日（木）  おおのまなび舎CAFÉ（午前10時30分～）　ブルーベリーの家（午前11時～）　蘇陽中学校（午後1時～）
　　　　　     そよ風の里ほたる（午後2時～）　蘇望苑（午後2時45分～）　はあとふる（午後3時30分～）
12月9日（金）  スクランブル（午前10時30分～）　二瀬本コミュ二ティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後0時30分～）　蘇陽小学校（午後1時10分～）　興梠商店・上差尾（午後1時55分～）
　　　　　     菅尾コミュ二ティセンター（午後2時30分～）　まこと薬局駐車場（午後3時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
12月13日（火）  小峰保育園（午前10時～）　緑川簡易郵便局（午前10時40分～）　清和支所（午後0時30分～）
　　　　　　　清和中学校（午後1時10分～）　大川保育園（午後1時30分～）　　清和学童（午後3時～）
12月14日（水）  山都消防署（午前10時～）　井無田公民館（午前10時30分～）　井無田診療所横（午前11時～）　
　　　　　　　原尻公民館（午前11時30分～）　清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
12月16日（金）  風ノ木（午前10時～）　 浜美荘（午前10時35分～）　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　  大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　 彩雲苑・すみれ（午後2時～）
12月21日（水）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）　島木のお店（午前11時～）
　　　　　　 矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）　大地（午後3時～）
12月22日（木）  御所保育園（午前9時40分～）　稲生野（午前10時15分～）　山風華（午前10時45分～）
　　　　　　 山都町役場（午後0時30分～）　あおぞら（午後1時35分～）　富士ラーメン（午後2時～）

蘇陽分館が山都町役場蘇陽支所内
（山都町今 500）に移転致します

　　　開館式典 11月 23日 ( 水 ) 祝
午後 12時 40 分～　オープニングセレモニー

（菅尾保育園・二瀬本保育園・馬見原保育園出演）
午後１時開会　図書館は開館式終了後

午後１時３０分に開館します

　　午後 2時 30分より
講談社おはなし隊による読みきかせあり。
キャラバンカーがやってきます！！

【お問い合わせ先】
　図書館本館 73-1616
　清和分館 82-3033
　蘇陽分館 73-2755

山都町立図書館蘇陽分館
１１月２３

日（水）

移転OPE
N

★平成２８年12月の移動図書館車わくわく号運行予定★

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

講師：甲斐　信枝氏　演題「稲と日本人」について
期日：平成28年11月27日（日）時間：午前10時～正午　
場所：山都町立図書館ホール

　作家甲斐信枝氏をお迎えして図書館講演会を開催いたします。
著書「もんしろちょう」「たんぽぽ」などの絵本は子ども達も大
好きです。今回は作品「稲と日本人」にこめた思いを語って頂
こうと思っております。みなさまのご来場お待ちしています。

「稲と日本人」
甲斐信枝著　　佐藤洋一郎監修　

福音館書店　

11 10広報やまと 2016. 11 月号 広報やまと 2016. 11 月号



～がんばろう九州! !  in 山都町～
第１回オールドカーフェスタ＆軽トラ市

みんな山都町へ来て元気になろうよ！
くまもと 地球元気村 in 山都

名車や新鮮野菜を満喫！
　熊本地震で被災した九州熊本を山都町から元気にしようと、車好
きの仲間や農業の若手を中心に組織したチーム蘇陽Old car family 
club（代表：興梠博治さん）× Soyoh farmaer’s が中心になって、９
月 22 日そよ風パークで開催されました。
　九州各県から、オールドカーのオーナー 130 人がエントリーし、
いすゞの 117 クーペや日産スカイライン、トヨタセリカ、スバル 360
など 1960 年代の懐かしい名車が集まり旧車ファンを喜ばせました。
　また、同時開催の軽トラ市では、山都の美味しくて新鮮なトマト
やキャベツ、大根といった農産物の競り市も開催され、市場の競り

人による販売も行わ
れ、参加者は楽しく
て安い買い物を満喫
しました。
　観光協会や町内飲
食店の出店や人気の
「中津からあげ」など
24 店舗が参加し、来
場者の約 2,000 人を
楽しませました。

元気を山都町から
　10 月 15 日、熊本地震や豪雨災害で被災した南阿蘇地域全体の住民の方々の「元
気」を取り戻す復興イベントとして「くまもと地球元気村 in 山都」がそよ風パー
クで開催されました。
　地球元気村とは「NPO法人地球元気村」が全国各地でキャンプミーティングを
中心とした活動を展開されています。本町とは旧蘇陽町時代に地球元気村を何度
か開催した経緯もあり、毎年行われている「蘇ジョレーヌーボーあか牛まつり」
と合同開催されました。
　当日は講師陣として地球元気村村長の風間深志さん、シンガーソングライター
の河口恭吾さん、アフリカンバンド「アフメロックス田中一座」の田中座長の 3
人によるスペシャルトークが行われました。
　講師の河口恭吾さんには心癒される歌をアフメロックス田中一座のみなさんに
は西アフリカの楽器を使用した元気あふれる踊りを披露していただきました。
参加者は一緒に踊りを楽しむ方もいれば、歌に目を閉じしっとりと楽しむ方と会
場は盛り上がりを見せました。
　最後には、出演者・参加者・スタッフの全員で記念撮影をし、このイベントが
盛大に終わり、「元気」であることを伝えるイベントになりました。

若者の交流の輪が
イベントの充実につながる
　今回のイベント開催にあたっては、「通潤橋応援プロジェク
ト」のメンバーや「山都町食農観光塾」の塾生も企画から準
備と関わり、町内の若い世代の交流と活動により、より充実
した新しいイベントによる地域活性化が図られました。
　イベントに参加された方々からも素晴らしいロケーション
の中で、オールドカーはもちろん、新鮮野菜や楽しいステー
ジイベントを満喫できましたとの声をたくさん聞かれました。
　また、「国道 218 号線からのアクセスが意外に近いことに驚
きました」との声もあり、新しい阿蘇への観光ルートとして
も期待が持てることを暗示させるイベントとしても有意義が
ありました。

地球元気村村長　風間深志さん地球元気村村長　風間深志さん

アフメロックス田中一座のみなさんアフメロックス田中一座のみなさん

河口恭吾さん河口恭吾さん
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第４回山都町ＡＪＴＡ（玉入れ）大会開催第４回山都町ＡＪＴＡ（玉入れ）大会開催
　多くの皆さまのご参加お待ちしております！！　多くの皆さまのご参加お待ちしております！！

【会場】　浜町体育館（千寿苑横）
【期日】　平成 28年 12月４日（日）
【時間】　午前 10時 00分　開会  ～

●参加資格
　【学生の部】
　【一般の部】
●参加料
　１チーム
　あたり
　２０００円

【申込〆切り】
11月 18日（金）までに
参加申込書に必要事項を記載のうえ
お申込下さい。（下記あて先へ）
【申込書】
教育委員会窓口
スポーツクラブ窓口（中央公民館内）
山都町ホームページにも掲載してい
ます。

～問い合わせ・申込先～
山都ふれあいスポーツクラブ事務局 (中央公民館内 )
山都町教育委員会　生涯学習課
ＴＥＬ 0967-72-0444　ＦＡＸ 0967-72-1081

誰でも参加
できる！

上位チーム
には賞金も
アリ！！！

　山都町出身で中部地方にお住まいの方々で組織されております「中部山都会」の第15回総会が開催
されます。総会終了後は参加されたみなさんで懇親会も予定され、なつかしいふるさと山都町を思いな
がら、楽しいひと時を過ごすことができます。
　中部地方にお住まいの山都町出身のご家族、ご親戚、ご友人がいらっしゃいましたら、お声掛けいた
だきますようお願いします。初めての方も大歓迎です！

日　時：平成28年11月 27日（日）
　　　　午前11時から午後２時（受付10時30分から）
場　所：中日パレス（中日ビル５F）
　　　　〒460-0008　名古屋市中区栄4-1-1
　　　　電話：052-261-8851
会　費：7,000円

　　※会員も随時募集しております。

問い合わせ先
　中部山都会　事務局長　松岡（0562-55-4357）
　中部山都会　会長　中村六雄「メモリー（株）」（0562-83-8249）

第15回中部山都会総会の開催について
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中川選手・一瀬選手が力走

まちの話題
　9月28日、中島小学校の4～6年生の児童22人が大矢
荘の入所者の方と交流会を行いました。
　以前より交流があり、夏休みにはお話会が行われまし
た。今回は児童から敬老の日のお祝いということで、よ
さこいソーランの披露とプレゼントが手渡されました。プ
レゼントは総合的な学習の時間を利用し、手作りのフラ
ワーアレンジメントを作成されました。
　交流会後には入所者のみなさんから「素晴らしい踊り
や素敵なお花をありがとう。」、「また、みなさんと会える
日を楽しみにしています。」とお礼を述べられました。

　T&F蘇陽が様 な々大会で活躍を見せていますのでご紹介します。
　7月2日、「第32回全国小学生陸上競技交流大会熊本県予選大会」が県営八代総合運動公園陸上競技場で行われ、4種
目で入賞し、優勝した田上文哉くんは、8月20日に神奈川県日産スタジアムで開催された「日清カップ第32回全国小学生陸
上競技交流大会」に熊本県代表として出場しました。
・共通男子ジャベリックボール投げ「1位」 田上文哉くん（49ｍ22）・共通男子走高跳「2位」杉山丈一郎くん（1ｍ25）
・6年男子100ｍ「5位」市村翼くん（13秒68）・共通女子走幅跳「7位」後藤美寿紀さん（３ｍ74）

　10月15日、第42回熊日学童オリンピック陸上大会が県民総合運動公園陸上競技場で行われ、10種目で入賞しました。
・4年男子400ｍ「8位」後藤悠希くん（1分14秒41）・4年男子走幅跳「5位」春木達裕くん（3ｍ38）
・4年男子４×100ｍ「2位」春木智裕くん、春木達裕くん、鍋島樹くん、後藤悠希くん（1分2秒26）
・5年男子100ｍ「2位」興梠優哉くん（13秒83）・5年男子ソフトボール投げ「8位」田上翔大くん（36ｍ31）
・6年男子４×100ｍ「2位」市村翼くん、杉山丈一郎くん、穴見春登くん、春木宏亮くん（54秒91）
・6年男子ソフトボール投げ「1位」田上文哉くん（64ｍ52）
・共通男子走高跳「1位」杉山丈一郎くん（１ｍ43）
・5年女子走幅跳「3位」髙野藍沙さん（3ｍ79）

いつまでもお元気で
　9月25日、矢部地区の高福寺で稚児行列が行われました。
稚児行列は、住職のお代替わりの時などに行われる行
事で、高福寺においては24年ぶりに行われました。約
120名の子どもたちが参加し、子どもたちはきらびやか
で色鮮やかな衣装を着て、高福寺から新町通り、中央公
民館を経由し戻る約1.5kmを練り歩きました。
　稚児行列は地域によって様々ですが、参加した子ども
たちの心豊かな成長と健康を願い、3回出ると幸福にな
るという言い伝えもあります。

子どもたちの成長と健康を願う
　10月23日、第2回全日本実業団対抗女子駅伝競走大会予選会「プリンセス
駅伝」が福岡県宗像市で行われ山都町出身の中川京香さん、一瀬遥香さんが
出場しました。5区を中川選手（JP日本郵政グループ）、6区を一瀬選手（ナンチ
ク九州）が力走し、山都町からの応援隊も駆けつけた中、2人とも大舞台で素
晴らしい走りを見せました。本大会の総合順位はJP日本郵政グループ8位、ナン
チク九州28位という結果で、中川京香選手は５区の区間賞を獲得しました。
　また、11月27日に行われる第36回全日本実業団女子駅伝「クイーンズ駅伝」
に中川京香選手が出場しますので、山都町から応援しましょう。

T&F 蘇陽　大活躍！！

　10月7日、「平成28年度全国国民健康保険診療施設協
議会会長表彰式」において、そよう病院　宮川憲和参事
が地域包括ケアシステム推進功労者
として表彰を受けられました。この賞は
市町村においての保健福祉事業担当
課に10年以上勤務、かつ国保直診の
事務長としての期間が5年以上あり、
包括医療ケアシステムに功績があっ
たものに贈られるものです。

地域包括ケア
システム推進功労者を受章

　10月9日、北中島地区長谷年禰神社の例大祭におい
て鳥居の除幕式が行われました。これは4月の熊本地震
によって倒壊した鳥居が再建されたことにより行われた
ものです。鳥居の再建にあたっては、北中島地区の歌野
正則氏が寄進をされ、「ここは大変思い入れのある地
で、第2次世界大戦で兄や友人の出征を見送ったところ
でもあり、旧矢部町の町議会議員に立候補したときに
祈願祭を行った場所でもある。倒壊した鳥居を一目見
たときに何かできればと思った。」と再建への経緯を話
されました。中島西部自治振興区会長の歌野隆一氏は
「区民一同感謝の気持ちでいっぱい。これからの復
旧・復興に向け大きな心の
支えとして、今後も大切に
後世へ受け継いで生きた
い。」と感謝の思いを話さ
れました。

これからも地域の支えとして

　10月9日、第4回の山都塾が清和文楽館で開催され、約
40名の参加がありました。今回の山都塾は太夫を務める
佐藤義和さんを先生に清和文楽が淡路の方から人形を
譲り受けた事がきっかけで始まったことや人形を動かす際
の特徴、太夫の表現方法など話されました。
　説明の後には、清和文楽人形芝居保存会のみなさんと
一緒に参加した子どもたちが実際に人形に触れ、動かす
体験もありました。参加者の中には初めて人形に触れる子
どももいて、苦戦していましたが、体験が終わる頃には「上
手い」と言われるまでになっていました。
　また、清和文楽が始まった当時に披露されていた大川
阿蘇神社の農村舞台を実際に見に行ったりと清和文楽
の歴史に直に触れ、お礼の言葉では参加者を代表し矢
部中学校の赤星さんが「歴
史ある山都町の誇りと思うの
でこれからも大切にしたい。」
と述べました。

第 4回山都塾
農村芸能・清和文楽という宝物

スポーツの結果

第44回清和地区秋季ナイターソフトボール大会
１０月１１日（火）、１２日（水）
優　勝：郷野原球友会  チーム　
準優勝：米生球友会　チーム
三　位：牛ケ瀬パイレーツ  チーム

勝利監督賞：郷野原球友会　藤嶋　郷生 監督
個人賞：郷野原球友会 木野　雅誠 選手
敢闘賞：牛ケ瀬 パイレーツ 梶原　幸誠 選手

優勝した郷野原球友会

ふじしま 　 さとき

き の　 　まさあき

かじわら 　　こうせい

中川京香選手

一瀬遥香選手
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山
都
町
被
災
店
舗
復
旧

整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
店
舗
の

早
期
復
旧
を
図
る
た
め
に
、
山
都
町
内
で
被

災
し
た
店
舗
施
設
・
設
備
の
更
新
ま
た
は
修

繕
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
、
町
が
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
内
容

①
店
舗
を
所
有
し
て
い
る
被
災
事
業
者

　

上
限　

30
万
円
（
補
助
率
三
分
の
一
）

②
店
舗
を
借
用
し
て
い
る
被
災
事
業
者

　

上
限　

50
万
円
（
補
助
率
二
分
の
一
）

③
店
舗
被
災
状
況
が
半
壊
以
上
の
事
業
者

　

上
限　

50
万
円
（
補
助
率
二
分
の
一
）

④
店
舗
被
災
状
況
が
大
規
模
半
壊
以
上
の
事

業
者

　

上
限　

１
０
０
万
円
（
補
助
率
二
分
の
一
）

▼
申
請
の
方
法

補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
工
事
を
着
工
す

る
前
に
、所
定
の
申
請
書
を
商
工
会（
本
所
、

清
和
支
所
、
蘇
陽
支
所
）
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
本
事
業
は
、
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
事

業
完
了
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
事
業
の

希
望
が
あ
る
方
は
、
平
成
29
年
１
月
31
日

ま
で
に
山
都
町
商
工
会
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
被
災
を
受
け
た
店
舗
ま
た
は
設
備
の
更
新
、

修
繕
に
つ
い
て
、
他
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
場
合
に
は
当
事
業
に
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
。

お
し
ら
せ
版

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

山
都
町
商
工
会
（
72

－

０
１
８
６
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
募
集

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

詳
し
い
試
験
日
や
提
出
書
類
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
項
目

▽
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
）

▽
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

※
い
ず
れ
も
中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳
未
満

の
者

▼
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈫
〜
12
月
２
日
㈮

※
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
一
般
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮
ま
で
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
協
力
本
部　

宇
城
募
集
案
内
所

　
（
０
９
６
４

－

２
３

－

２
０
４
７
）

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

12
月
の
年
金
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時

　

12
月
９
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

千
寿
苑

※
12
月
か
ら
３
月
ま
で
は
千
寿
苑
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

無
料
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

本
町
の
「
人
権
旬
間
」
に
合
わ
せ
て
、
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
無
料
人
権
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

12
月
５
日
㈪　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
矢
部
地
区

　

場　

所
：
中
央
公
民
館

　

担
当
者
：
渡
邊
加
代
子
、
井
上
里
己
、

　
　
　
　
　

本
田
松
代

■
清
和
地
区

　

場　

所
：
清
和
支
所

　

担
当
者
：
上
村
正
則
、
吉
田
智
美

■
蘇
陽
地
区

　

場　

所
：
蘇
陽
支
所

　

担
当
者
：
菅
原
健
二
、
井
上
洋
美

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
セ
ン
タ
ー
（
72

－

２
０
３
１
）

行
政
相
談
に
つ
い
て

　

山
都
町
行
政
相
談
を
次
の
日
程
で
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
皆
様
と
役
所

の
パ
イ
プ
役
と
な
る
も
の
で
す
。
要
望
や
意

見
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
何
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

12
月
２
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
矢
部
地
区　

中
央
公
民
館
（
研
修
室
１
）

■
清
和
地
区　

清
和
支
所
（
住
民
相
談
室
）

■
蘇
陽
地
区　

蘇
陽
支
所

　
　
　
　
　
　
（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

▼
行
政
相
談
委
員

各
地
区
の
相
談
委
員
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
矢
部
地
区　
　

澤　
　

美　

江　

氏

▽
清
和
地
区　
　

寺
崎　

俊
一
郎　

氏

▽
蘇
陽
地
区　
　

篠
田　

眞
由
美　

氏

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
行
政
評
価
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
２
４

－

１
６
６
２
）

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

平
成
29
年
山
都
町
成
人
式
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
山
都
町
成
人
式
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

　

山
都
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
及
び
山
都
町

内
の
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
に
は
成
人
式

の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
山
都
町
外
在
住
で
も
山
都
町
出
身

の
方
や
山
都
町
内
の
学
校
の
卒
業
者
で
あ
れ

ば
山
都
町
の
成
人
式
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

山
都
町
の
成
人
式
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
11
月
28
日
㈪
ま
で
に
山
都
町
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

平
成
29
年
１
月
４
日
㈬　

午
後
１
時
か
ら

※
受
付
は
正
午
か
ら
で
す
。

▼
場
所

　

千
寿
苑

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
（
72

－

０
４
４
３
）

国
税
の
申
告
・
納
付
等
の

期
限
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

山
都
町
に
納
税
地
が
あ
る
納
税
者
の
方
は
、

４
月
14
日
か
ら
11
月
29
日
ま
で
の
間
に
到
来

す
る
全
て
の
国
税
の
申
告
・
納
付
等
の
期
限

が
、
11
月
30
日
㈬
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
・

納
付
等
の
必
要
が
あ
る
方
は
、
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

延
長
後
の
振
替
納
付
日
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

▼
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

▽
平
成
27
年
分
確
定
申
告
延
納
分

募

集

▽
平
成
28
年
分
予
定
納
税
第
１
期
分
お
よ
び

第
２
期
分

※
平
成
28
年
11
月
30
日
㈬

▼
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

▽
平
成
27
年
分
確
定
申
告

▽
平
成
28
年
分
中
間
申
告
分
（
複
数
回
あ
る

場
合
は
全
て
）

▽
課
税
期
間
の
特
例
を
選
択
し
て
い
る
者（
複

数
回
あ
る
場
合
は
全
て
）

※
平
成
29
年
１
月
16
日
㈪

※
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
等
に
よ
り
、
期
限

ま
で
に
申
告
・
納
付
等
の
手
続
が
困
難
な

方
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　
（
０
９
６

－

３
６
９

－

５
５
６
６
）

※
自
動
音
声
案
内
で
②
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

熊
本
東
税
務
署
で
は
、
給
与
支
払
者
を
対

象
と
し
た
年
末
調
整
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
例
年
と
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

11
月
21
日
㈪
「
山
都
・
甲
佐
・
御
船
・
嘉

島
町
の
方
」

　

11
月
22
日
㈫
「
益
城
町
の
方
」

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
12
時

30
分
ま
で
、
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
で
す
。

▼
会
場

　

熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館　

本
館
講
堂

　
（
熊
本
市
東
区
健
軍
２
丁
目
４

－

１
０
）

※
指
定
し
た
日
時
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、

別
日
の
出
席
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
駐
車
可
能
台
数
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　
（
０
９
６

－

３
６
９

－

５
５
６
６
）

※
自
動
音
声
案
内
で
②
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

浄
化
槽
の
適
正
な
使
用
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
の
普
及
は
、
山
都
町
に
お
け
る
公

共
用
水
域
等
の
水
質
保
全
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
を
末
永
く
使
用
す
る
た
め
に
、
適
正

な
使
用
と
維
持
管
理
（
保
守
点
検
・
清
掃
・

法
定
検
査
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
台
所
か
ら
ゴ
ミ
や
油
を
そ
の
ま
ま
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
お
風
呂
場
で
は
適
量
の
シ
ャ
ン
プ
ー
等
を

使
い
、
洗
濯
用
洗
剤
も
適
量
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▽
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

も
の
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
山
都
町
で
は
、
一
般
家
庭
の
浄
化
槽
設
置

に
対
し
て
補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取

り
式
の
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
合

併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
水
道
課
（
72

－

４
０
０
２
）

浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
の
設
置
者
は
、
保
守
点
検
・
清
掃

を
実
施
す
る
と
と
も
に
県
知
事
が
指
定
し
た

検
査
機
関
（
熊
本
県
浄
化
槽
協
会
）
の
法
定

検
査
を
年
に
１
回
受
検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
法
定
検
査
の
未
受
検
者
に
対
し
て
は
、

定
期
的
に
確
認
と
お
願
い
の
文
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

11
月
下
旬
に
対
象
者
の
方
へ
文
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
同
封
さ
れ
て
い
る
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
熊
本
県
浄
化

槽
協
会
ま
で
返
信
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

送
付
さ
れ
た
文
書
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
浄
化
槽
協
会

　
（
０
９
６

－
２
８
４

－

３
３
５
５
）

　

環
境
水
道
課
（
72

－

４
０
０
２
）

町
有
林
内
に
自
生
す
る
天
然
木

の
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
有
林
内
の
天
然

木
の
一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
役
場
総
務
課
監
理
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
内
容

▽
所
在
地

　

山
都
町
菅　

奥
官
山
町
有
林
内

▽
自
生
す
る
天
然
木

カ
エ
デ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
シ
ラ
キ
、
ハ
イ
ノ

キ
、
ア
セ
ビ
、
シ
キ
ミ
、
ア
カ
シ
デ
（
計

３
０
０
本
）

胸
高
直
径
１
〜
４
㎝
、
樹
高
４
ｍ
ま
で
。

庭
園
木
と
し
て
入
札
に
付
す
。

▼
搬
出
期
限

契
約
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

▼
現
地
説
明
会

11
月
24
日
㈭　

午
後
１
時
30
分

鮎
の
瀬
交
流
館
駐
車
場
集
合

※
入
札
参
加
者
は
、
必
ず
出
席
す
る
こ
と
。

▼
入
札
参
加
者
に
必
要
な
資
格

山
都
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

団
体

▼
一
般
競
争
入
札
の
日
時
お
よ
び
場
所

12
月
５
日
㈪　

午
前
10
時

山
都
町
役
場
２
階　

２

－

２
会
議
室

▼
入
札
保
証
金

見
積
金
額
の
１
０
０
分
の
５
以
上
の
金
額

を
入
札
当
日
の
参
加
受
付
時
に
納
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
入
札
保
証
金
は
、
落

札
者
以
外
の
者
に
対
し
て
は
入
札
終
了
後
、

直
ち
に
還
付
を
行
う
。
還
付
す
る
場
合
は

利
息
を
付
さ
な
い
。

な
お
、
落
札
者
が
期
限
内
に
契
約
を
締
結

し
な
い
と
き
は
、
入
札
保
証
金
は
町
に
帰

属
す
る
。

▼
落
札
者
の
決
定

町
算
定
基
礎
以
上
の
最
高
入
札
者
を
も
っ

て
落
札
者
と
し
、
同
額
入
札
者
が
２
者
以

上
あ
る
場
合
は
、
く
じ
に
よ
り
決
定
す
る
。

▼
売
買
物
件
の
引
渡
し

売
買
代
金
の
納
入
に
て
所
有
権
の
移
転
お

よ
び
物
件
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
も
の
と
す

る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
は
お
仕
事
探
し
を

お

手

伝

い

し

ま

す

　

県
で
は
、上
益
城
地
域
振
興
局
内
に
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

▽
若
年
者
の
方
（
大
学
生
、
短
大
生
、
専
門

学
生
、
高
校
生
な
ど
の
学
生
を
含
む
）

▽
保
護
者
の
方

▽
学
校
の
進
路
指
導
の
担
当
の
先
生
方

▽
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方

▽
復
職
を
希
望
さ
れ
る
方

※
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

利
用
で
き
ま
す
。

▼
内
容

就
職
に
関
す
る
相
談
、
職
業
適
性
診
断
、

求
人
に
関
す
る
情
報
提
供
・
求
人
の
開
拓

な
ど

▼
利
用
可
能
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
要
予
約
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

（
０
９
６

－

２
８
２

－

１
０
１
３
）

相

談

窓

口

お

知

ら

せ
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保健センターだより

　食欲の秋と言われるように、秋から冬にかけて食欲が増し体重の増加が気になる季節になりま
した。山都町の集団健診の結果からも解るようにすべての地区において運動習慣がない人が多い
傾向です。

　秋の味覚が豊富な季節ですが、食欲をコントロールするために、エネルギーの収支バランス
が大切です。下記の表はご飯 1杯 100g（160Kcal）摂取したら、ウォーキング 46 分で消費
します。ビール中ビン 1本 500㏄（200Kcal）摂取したらビーチバレー 33 分で消費、煮豆１
皿 30g（80Kcal）摂取したら掃除 35分で消費します。
　食べたら身体を動かす習慣を身につけて、食欲の秋から年末年始の食べ過ぎ、飲みすぎによ
る体重増加を防ぎましょう。

食欲の秋！スポーツの秋！　食べたら動く習慣を　

普通歩行
38分

室内掃除
38分

草むしり
25分

子どもと
遊ぶ
23分

 100Kcal  消費するのに必要な時間 12 人の大先輩が生まれた年にあった主な出来事（大正５年度）

大正５年

５月25日 56連勝中の横綱太刀山が小結栃木山に敗れる

９月　1日 日本最初の労働者保護法である工場法施行

日本のヒット曲
「電車」（チンチン　電車が動き出す　ゴウゴウ　町の真中を）

今年度、山都町では 12人の方が 100 歳を迎えられます。工藤秀一町長が 100 歳になられた方々のご自
宅や町内施設を訪問して、内閣総理大臣と山都町から祝い状と記念品を贈呈しました。元気に 100 歳を
迎えられたみなさんをご紹介します。
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　今月は、『ほっとラインくまもと』と『タクシー運賃割引』についてご紹介します。

●ほっとラインくまもと
　ほっとラインくまもととは、熊本県社会福祉士会と熊本県司法書士会で、認知症や知的障がい・
精神障がいなどにより判断が衰え、自分で自分自身のことがうまく処理できずに困っている人や、
その家族の方のための相談センターです。

相 談 窓 口
ほっとラインくまもと相談専用番号
　ＴＥＬ）０９６－３６１－２９４４（無料）
事務局：熊本市中央区大江４丁目４番 34号熊本県司法書士会館内

相談内容の具体例

・福祉サービスの利用やトラブルに関すること
・財産の管理や処分、相続、遺言等に関すること
・施設などで受けている介護等に関すること
・年金や預貯金の管理に関すること
・消費者契約等をめぐるトラブルに関すること
・成年後見制度に関すること　

受 付 時 間 月曜日から金曜日までの午前 10時から午後４時まで　＊祝日、年末年始を除く

そ の 他 成年後見制度については、毎月第２・第４水曜日の午後４時～８時まで
電話および来所による相談を受け付けています。

●タクシー運賃割引について
　ご利用になるときは　熊本県タクシー協会（ＴＥＬ：096-368-4101）にお尋ねください。

対 象 者 ・身体障がい者手帳
・療育手帳　　　　　　　　　　　をお持ちの方

割 引 内 容 メーター表示額の１割引

利 用 方 法 乗車の際に、手帳の写真貼付面を運転手に提示します。

そ の 他 割引による 10円未満の端数は、切り捨てとなります。

～ 問い合わせ先 ～
山都町役場　健康福祉課　72-1229
　清和支所　健康福祉係　82-2111
　蘇陽支所　健康福祉係　83-1111

厚生労働省が設置した労災特別介護施設

ケアプラザのご案内
＊ケアプラザ（労災特別介護施設）とは＊

　ケアプラザは、産業の発展に貢献する中で被災し、労災年金を受給することになっ
た方々に安心していきいきとした生活を営んでいただくため、厚生労働省が全国８箇
所に設置し、一般財団法人労災サポートセンターが委託を受けて運営している施設
で、脊髄損傷、頚髄損傷、頭部外傷等の労災特有の傷病・障がいの特性に応じた専門
的な介護サービスを提供しています。
　熊本県では、宇土市に「ケアプラザ宇土」があります。

○入居対象者

　原則60歳以上の労災年金受給者で、傷病等級又は障害等級が１級から３級に該当し、在
宅での介護が困難な方。

○介護サービスの内容

　ケアプラザでは、看護師と介護福祉士が24時間体制で勤務し、食事介助、排泄介助、入
浴介助など日常生活の介護サービスを提供しています。（24時間365日介護）
　また、入居者の身体の状態に合わせて適切な介護を行うとともに、身体機能維持のための
リハビリテーションも行っています。

○ケアプラザの入居費用

　施設使用料は、厚生労働省が定めた「入居費基準表」に基づき決定されます。施設利用料
は、年収や扶養家族の人数に応じ、月額３万３千円から25万８千円までの16段階に区分さ
れています。

○短期滞在型の介護サービス

　短期介護サービス、日帰りサービス、家族同伴短期滞在介護サービスも行っています。

（お問い合わせ先）
　■　山都町役場　健康福祉課　福祉係　　　　0967-72-1229
　■　一般財団法人労災サポートセンター
　　　　東京都千代田区九段北４丁目１番３号　03-6834-2510
　　　　http://www.rousaisc.or.jp
　■　ケアプラザ宇土
　　　　熊本県宇土市松原町243番地　　　　　0964-23-2211
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すくすく育て

１歳 １歳

平成28年９月８日（千寿苑）
～４歳児歯科健診～

ぼく、わたし、
虫歯
なかったよ！

ぼく、わたし、虫歯なかったよ！ 平成28年９月８日（千寿苑）
～４歳児歯科健診～
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交
通
標
語

山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
　〒861-3513  熊本県上益城郡山都町下市１５８

前号の訂正とお詫び
　10 月 12 日発行第 139 号の広報やまとにおいて
誤りがありました。
　関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。
お詫びして訂正いたします。
○清和文楽の里まつり（19ページ）
　（誤）野菜の部（バラエティートマト）
　　　　　　　　　　　　　…藤本信男（入佐）
　（正）野菜の部（バラエティートマト）
　　　　　　　　　　　　　…藤本信男（郷野原）
○山都町行事予定表（裏表紙）
　（誤）11月 13 日（日）
　　　　　　　蘇陽峡もみじ祭葉／長崎鼻展望台
　（正）11月 13 日（日）
　　　　　　　　蘇陽峡もみじ祭／長崎鼻展望台
　　　　11 月 12 日（土）
　　　　　　　　蘇陽峡もみじ祭／長崎鼻展望台
　　　　※蘇陽峡もみじ祭は２日間行われます。

山都町の人口
〔平成 28年 10月 30日現在〕

男

女

計

世帯

７，６２７人

８，２５５人

１５，８８２人

６，６３１戸

（－１３）

（－　６）

（－１９）

（－　７）

※（　）は前月比

※最高齢は 107歳〔女性１人〕

※平成 28年 10月の出生者数　6人

※平成 28年 10月の死亡者数 36人

大
塚　

憲
一
さ
ん
（
米
生
）
作

岩
永 　

周
子

工
藤 

美
智
子

畑
野 

フ
ミ
ヨ

赤
澤 

冨
美
子

今
村　

 

芳
子

橋
本　

 

恵
子

古
閑 

比
奈
子

小
野　

 

紀
子

藤
本 

千
代
美

西
田 

え
い
子

村
上　

 

園
江

菊
地　

 

幸
子

平
川　
　

 

竜

山
本　

 

フ
サ

渡
辺　

 

民
生

周
子

美
智
子

野
フ
ミ
ヨ

美
子

今
村

芳
子

本

恵
子

比
奈
子

古小
野

紀
子

本
千
代
美

え
い
子

村
上

園
江

幸
子

川

竜

平山
本

フ
サ

渡

民
生

無
事
帰
宅　
「
お
か
え
り
な
さ
い
」
が　

合
言
葉

木
原　

綾
那
（
矢
部
高
校
）

譲
り
あ
い　
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
の　

思
い
や
り
! !

佐
野　

眞
由
美
（
一
般
）　

わ
た
し
た
ち
の
人
権  

140

　

誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

　

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

山
都
町
中
学
高
校
生
人
権
講
演
会　

〜
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
〜

　

10
月
25
日
（
火
）
矢
部
中
学
校
体
育

館
に
お
い
て
山
都
町
中
学
高
校
生
人
権

講
演
会
〜
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
〜

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
講
演
会
は
、
山
都
町
が
熊
本
県
警

察
本
部
と
共
催
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を

希
求
す
る
心
や
人
権
の
根
源
で
あ
る｢

命
の
尊
さ｣

に
つ
い
て
学
び
、
規
範
意

識
や
人
権
意
識
の
育
成
を
図
る
た
め
開

催
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
講
演
に
は
、
あ
い
ち
交
通
犯

罪
死
Ｚゼ

ロ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
会
代
表
で
あ
る
佐
藤

逸
代
さ
ん
を
お
迎
え
し
、｢

尊
き
い
の

ち
み
つ
め
て｣

を
演
題
に
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
突
然
の
事
故
で
愛
娘

を
亡
く
さ
れ
、
そ
の
当
時
の
状
況
や
思

い
、
苦
悩
、
葛
藤
な
ど
、
時
々
涙
で
言

葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
生
徒
に
語
り
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講
演
を

聴
き
、
命
の
大
切
さ
等
に
つ
い
て
見
つ

め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
矢

部
高
校
食
農
科
学
科
２
年
の
池
田
涼
さ

ん
は
、｢

日
常
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

で
は
な
く
、
い
つ
な
く
な
る
か
わ
か
ら

な
い
。
そ
う
思
う
と
怖
く
な
っ
た
。
交

通
事
故
は
、
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も

な
り
う
る
こ
と
を
常
に
頭
に
お
き
た

い
。｣

と
話
し
ま
し
た
。

　

人
権
の
根
源
で
あ
る｢
命｣

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
が
、
10
月
25
日
（
火
）
町

内
の
中
高
校
生
を
対
象
に
、
ま
た
10
月
26
日
（
水
）
山
都
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が

主
催
と
な
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
対
象
者
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
し
た
が
、
共
通
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る｢

命
の

大
切
さ｣

に
つ
い
て
生
徒
も
子
育
て
世
代
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
共
通
に
認
識
を
持
つ
こ

と
が
で
き
、
人
権
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
（
水
）
矢
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
千
寿
苑
に
お
い
て
山
都
町
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
演
に
は
、
い
の
ち
を
つ
な

ぐ
会
の
代
表
者
で
あ
る
高
濵
伸
一
さ
ん

を
お
迎
え
し
、｢

子
ど
も
た
ち
の
い
の

ち
に
あ
り
が
と
う｣

を
演
題
に
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
濵
さ
ん
は
最
愛
の
息
子
を
交
通
事

故
で
亡
く
し
た
当
時
状
況
や
思
い
、
苦

悩
等
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
、
ま
た
ご

自
身
も
食
道
が
ん
に
侵
さ
れ
、
そ
の
闘

病
中
に
お
会
い
し
た
方
々
の
思
い
や
決

意
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
高
濵
さ
ん
の
お
話
を
自

分
の
こ
と
と
し
て
聞
き
、
多
く
の
方
々

が
涙
を
流
さ
れ
、「
命
の
大
切
さ
」
を

見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「人権擁護委員」について＜ご紹介＞
～人権擁護委員は人権問題に係る相談相手です～

人権擁護委員の仕事は
 ・常設または特設相談所等で、面談または電話による人権相談に応じること。
 ・国民一人ひとりの人権意識を高めるため、様々な人権啓発活動を行うこと。
 ・「人権を侵害された」という申告があった場合など、法務局の職員と協力して、事案の円満な解決を
図ることなどです。

～本町の７名の人権擁護委員を紹介します～＜ 10 月１日現在＞
矢部地区：渡邊加代子さん（再任）、本田松代さん（新任）、井上里己さん（新任）
清和地区：上村正則さん、吉田智美さん
蘇陽地区：菅原健二さん、井上洋美さん（新任）
※詳しくは、人権センター（電話：７２－２０３１）までご連絡下さい。

山
都
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
研
修
会

『押し花絵額作品展』
　出展者：るい工房　木原
　期　間：平成28年11月１日（火）
　　　　　　～11月29日（火）16時まで
　押し花絵額や、小物、手芸などを約40点ほど展示い
たします。

謝辞の様子（池田涼さん）

講師　高濵伸一さん
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　フォトサークル山都運営局への写真の持
ち込みは山都町内の写真に限定いたしま
す。（内容は何でも結構です。）
　タイトル、撮影者、撮影場所、コメント
を作成していただきます。
　掲載する写真は厳選な審査で決めた写真
になります。
　なお、発表は掲載をもってかえさせてい
ただきます。

　〒 861-3518
　熊本県上益城郡山都町浜町 187
　TEL：72-3455
　フォトサークル山都事務局
　（パソコンショップあひる倶楽部）

「私の一枚」作品募集
応募方法

【コメント】：小一領神社において「やまんマルシェ」という祭りがあ
りその中で福女を目指して拝殿に駆け登る催しがありま
した、その時のほほえましい一コマです。

11月 12月
10木 集団健診／千寿苑 １木 　

11金
集団健診／千寿苑
就学時健診（清和・蘇陽・蘇陽南小）／蘇陽支所
第34回地域づくり団体全国研修交流会熊本大会／山都町ほか ２金 蘇陽地区人権講演会／蘇陽支所

清和地区人権講演会／清和集落センター

12土 矢部高校文化祭／矢部高校　 蘇陽峡もみじ祭／長崎鼻展望台
第 34回地域づくり団体全国研修交流会熊本大会／山都町ほか ３土 第６回山都塾／蘇陽地区

13日
高田整形外科／☎ 72-1007
蘇陽峡もみじ祭／長崎鼻展望台　 第 12回支部体協対抗駅伝大会
蘇陽地区文化祭／馬見原公民館　 下名連石フットパス
第34回地域づくり団体全国研修交流会熊本大会／山都町ほか

４日
野田病院／☎ 72-0307
東竹原フットパス
第 4回山都町AJTA（玉入れ）大会／浜町体育館
男女共同参画第 5回上益城大会／千寿苑

14月 　 ５月 　

15火 清和地区移動図書
第５回山都塾／矢部高校（公開授業） ６火 遊びのワークショップ／千寿苑

16水 清和地区移動図書　 食農観光塾公開講座／図書館ホール
就学時健診（矢部小）／矢部小 ７水 蘇陽地区移動図書

17木
みんなで食事作り／つどいの広場シャベル
乳幼児健診（３歳児）／千寿苑　 法律相談日／清楽苑
親の学びプログラム進行役養成講座／千寿苑 ８木 蘇陽地区移動図書

山都町人権を考える町民の集い／千寿苑

18金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑
清和地区子育て講演会／清和集落センター ９金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑

蘇陽地区移動図書

19土 第３回魅力アップ塾／金内公民館
大野フットパス 10土

20日
坂本クリニック／☎ 72-0210　 第５回新町祭／新町通り一帯
第４回棚田ウォーク＆感謝祭／布田神社～通潤山荘横
第 2回みさを大豆収穫祭／旧東竹原小学校 11日 矢部広域病院／☎ 72-1121

やまトーク／東竹原

21月 　 12月 集団健診／千寿苑
アートコンサート／児童館、中島小

22火 矢部地区移動図書　　 ３Ｂ体操／千寿苑
やまトーク／下矢部西部 13火 清和地区移動図書

子育てサロン／清和保健センター

23水 勤労感謝の日
図書館蘇陽分館移転式典／蘇陽支所 14水 広報やまと発行日　 清和地区移動図書

歯科健診（２歳児）／千寿苑

24木 矢部地区移動図書
第 2回矢部高校応援町民会議／本庁 15木 みんなで食事作り／つどいの広場シャベル

法律相談日／蘇陽支所

25金
矢部地区移動図書
集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）6期口座振替日
全国石橋サミットプレイベント／清和文楽館 16金 矢部地区移動図書

乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／清和保健センター

26土 白石お天道さん神楽祭り／大野西部地区交流館 17土 　

27日 伴病院／☎ 72-0029　　 中部山都会／愛知県
山都町立図書館講演会／図書館本館 18日 瀬戸病院／☎ 75-0111

28月 　 19月
29火 子育てサロン／清和保健センター 20火 子育てサロン／清和保健センター

30水 集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）6期納期限 21水 矢部地区移動図書

山都町行事予定表

（
当
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医
）　　

（
お
知
ら
せ
）　　

（
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ト
）　　

（
発
行
日
）

私の一枚

タイトル：目指せ福女
撮 影 者：尾上  利弘
撮影場所：小一領神社




